
　ススキなどに普通に生息するクモです。大きな牙を持ち、咬まれ
ると激しく痛みます。

10mm

豆知識～セアカゴケグモ
　特定外来生物に指定され、北海
道では、平成２７年６月、北見市
で初めて発見されました。攻撃性
はありませんが、触ると咬まれる
ことがあります。

大きさ：オス 3~5mm、メス 10mm 程度
特　徴：腹部背面に砂時計のような形を
　　　　した赤色斑紋がある

背面側 腹部側

■　どんな虫？

■　対策は…

ススキの葉を折りたたんだ巣卵を守る成虫
（ススキにつくった巣を開けたところ）

・ススキなどイネ科の雑草を刈り

  取りましょう。

・草刈時に咬まれることがあるの

  で、注意しましょう。

・オスが活発に活動する夏季には、

  網戸などを設置し侵入を防ぎま

  しょう。

・巣をむやみに開けたり、いたず

  らをしないようにしましょう。

・咬まれると激しい痛みがあり、

  赤く腫れますので、医師の治療

  を受けましょう。

春～秋
咬傷
激痛、腫れ



ユキムシ（トドノネオオワタムシ）

　初夏と晩秋に、体全体が綿で包まれたような虫が、屋外をフワ
フワ飛び回ることがあります。これは、アブラムシの仲間で、人
に危害を加えることはありません。

・春はモクセイ科の木、夏～秋はト
  ドマツに発生します。
・樹液を吸って生育します。
・木で生活している時は羽がありま
  せん。
・6 月下旬～ 7 月上旬、10 月中下
  旬頃になると、羽と白い綿（ろう）
  が生えた虫体が現れ、木々の間を
  移動します。
・人に危害を加えることはありません。

1mm

・室内に入られないように、網戸を取り付けましょう。

豆知識～綿が生えない「ユキムシ」
　ユキムシの仲間は、全て綿を持っているわけではありません。

　ケヤキフシアブラムシは、ユキムシと同じように、ケヤキとササの樹液を吸っ

て生育します。しばしば大量発生することがあり、視界が悪くなることもあり

ます。

■　どんな虫？

■　対策は…

トドノネオオワタムシ

作業着に大量に付着した
ケヤキフシアブラムシ

1mm

ケヤキフシアブラムシ



① 侵入させない

② エサを与えない

③ 巣を作らせない

・駆除後のネズミの死体は、燃やせるごみと一緒に出すことができます。

■　習性は？

■　対策は…

発生した時は



・体長18～24cm。

・尾は体長より長い。

・耳は大きい。

・フンは片方がとがっている。

・行動場所：天井裏や物置。

・極めて警戒心が強く、身軽で

  管を上ったり、電線を伝った

  りします。

・ビルや家屋のすき間や破損し

  た場所から侵入します。

・粘着シート、殺そ剤、捕殺器。

（ 写真提供：ねずみ駆除協議会 ）
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